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キ ン グ 目 標 達 成 理 論 の 検 証
一 看護婦 (士)の 役割葛藤と ス ト レ ス の 関連に焦点を当て て -
亀 岡 智 美 (千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程)
舟 島 なをみ (千葉大学看護学部看護教育学教育研究分野)
杉 森 み ど里 (千葉大学看護学部看護教育学教育研究分野)
本研究 の 目的 は, 患者 と の 相互行為 に お け る看護婦 (士)の 役割葛藤 と ス ト レ ス の 関連 に つ い て述 べ た キ ン グ目標達成理
論 の 命題を検証す る こ と で ある｡ 看護婦 (士) の 役割葛藤 の 測定 に は 日本語版 Role Co nflict a nd Am biguity Sc ale
(J-R C A S) 杏 , ま た看護婦 (士)の ス ト レ ス の 測定 に は 日本語版 Nu r sing Str es sSc ale (∫-N S S) を用い た ｡ 研究
対象は, 全 国の 一 般病院35施設 の 病棟 に勤務す る4 06名 の ス タ ッ フ看護婦 ( 士)で あ っ た. 分析 に おい て は, J-R C A S と
J-N S Sの 得 点 に閲 し, ピア ソ ン の 積 率相関係数を算出 し た｡ 結果 は, J-R C AS と JIN S Sの 得 点 の 間 に有意 な相関 が
あ る こ と を示 し, ｢ 看護婦(士) 一恵者相互行為 に お い て , 役割葛藤 の 強 い 看護婦 (士)は , 役 割葛藤 の 弱 い 看護婦 ( 士)
よりもス ト レ ス が 高 い｣ を支持 した｡ こ れは , キ ン グ目標達成理論 に お け る命題が真であ る こ と を裏づ け た｡
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Ⅰ . はじめ に
千葉大学看護学部看護教育学教育研究分野に おける看
護教育学研究1) は, そ の概念枠組みや理論的枠組み と し
て キ ン グ目標達成理論を採用して い る｡ こ の キ ン グ目標
達成理論2) は, 多様な側面を持 っ あ らゆる健康 レ ベ ル に
置かれた人間を対象とする広 い視野を持 っ 看護理論で あ
る 3)｡ ま た, そ の 焦点は, 看護婦 (士)と患者 (あ る い
はク ライ エ ン ト) が看護の 目標達成をめざし て人間的な
相互行為を重ね る過程に ある 4)0 1981年 に米国で 発表さ
れ て 以来, 米国はもとよりカ ナ ダ, ス ウ ェ ー デ ン , 日本
等, 諸外国の 看護職, 看護学研究者が , 実践 ･ 教育 ･ 研
究 へ の活用を試み て い る 5) ｡ こ れ は , ｢目標達成理論全
体は経験的に も異論を唱える余地 はな い｣6) と言わ れ て
い るよう に , こ の 理論を活用して いる多くの 看護職, 看
護学研究者が , そ の適切性 ･ 有用性を評価して い る こと
を示す｡ しか し, 一 方 で , 同理論 の 理論と して の 機能を
十分に活用する ため に は, ま だ検証され て い な い 命題の
検証を中心とする理論検証研究が不可欠で ある 7) と い う
指摘もある｡
理論検証と は, 理論 に おける主張が真 に正 し い こ と,
あ る い は, 学術的, 実践的に重要な問題を真に解決する
こ とを証明する過程で あり8) , そ れ は, 理論構築過程 に
お ける必須要素で ある 9)｡ 理論は, どれ は ど正 しそう に
見え て も, 公式な検証を行うま で は妥当で あると考える
て と は できな い1 D)｡
公式な理論検証, すなわち理論検証研究 に お い て , 命
題の 検証は極め て重要で ある｡ そ れは , Silva, M . C. に
よる理論検証研究とし て の適切性の基準 Il) が , 研究仮説
や目的の命題との関連, 命題 の妥当性とい う観点から の
結果の 考察を含ん で い る こと に も確認 で き る ｡ 命題は ,
概念と そ の定義と共に理論を構成する 一 要素と して概念
間の 関係を示す12) もの で あり, 理論 に おける主張の 中JL､
で あ る｡
キ ン グ目標達成理論は, 9 つ の主要概念と, 8 つ の命
題を持 っ ｡ こ の 理論 にお い て , 8 つ の命題の うち2 つ ば
キ ン グ自身が検証 して い るが1 3) , 6 つ は まだ検証され て
い な い ｡ 前述 の キ ン グ目標達成理論検証研究の必要性に
関する指摘 にもある よう に , 6 つ の未検証命題の検証は,
同理論の記述 ･ 説明 ･ 予測と い う機能を , 看護 の実践 ･
教育 ･ 研究 に十分な根拠を持 っ て 活用する上で , 必要不
可欠で ある｡ 看護教育学研究として の キ ン グ目標達成理
論の検証 は, こ れ ま で行われ た看護教育学研究の前提と
して の概念枠組みや理論的枠組みを強固にする こと に貢
献する｡ ま た, 同時 に , 看護教育学研究にお ける活用に
お い て新たな示唆を得られる可能性がある ｡
本研究に お い て は, キ ン グ目標達成理論検証研究の 一
環と し て , 6 つ の未検証命題の うち の 1 つ で あ る, 看護
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棉 (士) の役割葛藤と ス ト レ ス の 関連に つ い て 述 べ た命
題の検証を試み , 看護教育学研究 へ の 示唆に つ い て検討
した ｡
Ⅱ . 研究目的
キ ン グ目標達成理論 にお ける命題 ｢看護婦 (士)と患
者 (ク ライ エ ン ト), あ る い はそ の両者 に よ っ て , 役割
葛藤が経験されるな らば, 看護婦 (士) 一患者間の 相互
行為に ス ト レ ス が生じる｡｣14) を検証する｡ ま た, そ の結
果に基づ き, 同命題の看護教育学研究 へ の示唆に つ い て
考察する｡
Ⅲ . 研究の 理論的枠組み
キ ン グ目標達成理論に お ける命題検証を目指す本研究
は, 同理論を理論的枠組みとする｡ 以下 に そ の概要を示
す｡
｢人間は, 個人 シ ス テ ム と呼ばれ る環境の 中に 一 種の
シ ス テ ム と して 存在する｡ 各個人は相互行為を重ねる こ
と で 二者間 (ダイ ア ド), 三者間 (ト ライ ア ド), お よ び
そ の他大, 小 の集団を形成し, そ れらが個人間シ ス テ ム
と呼ばれる別の タイ プ の シ ス テ ム を構成する｡ 特別な関
JL､や欲求を持 っ 集団は何らか の組織体を形成し, そ うし
た いく つ か の組織体が共同体や社会を作り出し, そ の総
体は社会 シ ス テ ム と呼ばれる｣1 5)｡ 目標達成理 論 は, こ
の 3 つ の ダイ ナ ミ ッ ク な相互行為 シ ス テ ム に おける個人
間 シ ス テ ム の 概念枠より導き出され た｡ 目標達成理論 に
お い て 看護と は, 看護婦 (士)と患者の ｢人間的な相互
行為の プ ロ セ ス で あ り, そ の プ ロ セ ス に よ っ て 各人は他
者と そ の置かれ て い る状況を知覚 し, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を通じ て目標を設定 し, 手段を探求し, 目標達成の た
め の手段に合意する こと で ある｣
1 6)
0
こ の看護の 目標達成を目指す相互行為の プ ロ セ ス に お
い て , 看護婦 (士), 患者, あ る い はそ の 両者に よ っ て ,
役割葛藤が経験されるとき, 看護婦 (士) と患者に は ス
ト レ ス が生じ て い る1 7)｡ 看護婦 (士)の ス ト レ ス や役割
葛藤は, 知覚野の狭小化と非合理的な意志決定 を招き,
看護ケ ア を非能率的なもの にする こ と に より患者 へ の ケ
ア の効果を低下させる18) ｡ ま た, 看護婦 (士) 自身の 発
達課題 に障害を起こすこ ともある
1 9)
｡
Ⅳ
. 研究仮説
命題 ｢看護婦 (士)と患者, あ る い はそ の両者に よ っ
て , 役割葛藤が経験されるな らば, 看護婦 (士) 一患者
間の相互行為に ス ト レ ス が生じる｣ より, 以下 の研究仮
説を導い た｡
研究仮説 : 看護婦 (士) 一恵者相互行為に お い て , 役
割葛藤の強い看護婦 (士) は, 役割葛藤の 弱い 看護婦
(士) より も ス ト レ ス が強い ｡
Ⅴ . 用語 の 操作的定義
1 . 役割, 役割葛藤
役割と は, 社会 シ ス テ ム に お い て あ る立場を占める人
間に期待され る 一 連 の行動で ある｡ そ れ は, そ の立場に
おける権利と義務を定める規範で あ り, 目的を持ち特定
の状況下で 相互に作用し合う 一 人あ る い はそれ以上の 人
間との 関係で ある
20)
｡
以 上はキ ン グ目標達成理論 に基づく役割の定義で ある｡
看護婦 (士)の役割葛藤を扱う本研究に お い て は役割葛
藤を定義する必要がある ｡ しか し, キ ン グ目標達成理論
に は役割葛藤に 関する具体的状況の論述 はあ るもの の ,
明確な定義は存在 しな い ｡ そ の ため, 本研究にお い て は,
上述 の役割の定義を踏まえ た上で , 同理論 にお ける役割
葛藤の状況と合致する以下の定義を採用する｡ すなわち,
役割葛藤と は, ｢役割を構成する諸要素間に 矛盾 ･ 対立
がある結果と して , 行為者 ( 間)に心理的緊張を生ずる
場合, な い しは役割が ス ム ー ズ に遂行されず, シ ス テ ム
の機能が十分に果たされな い状態｣21) で あ る ｡ ま た, 役
割葛藤の 程度は, 日本語版 RCAS(Role Co nflict a nd
A m biguity Sc ale
22)) (以下 , J-R C A S とする) に お け
る役割葛藤に関する下位尺度に よる測定値に よ っ て 表す
ことが で きる｡
2
.
ス ト レ ス
ス ト レ ス と は成長, 発達及び役割遂行の調和を保 っ た
め に , 人間が外界と相互に作用し合う力動的な状態で あ
り , ス ト レ ッ サ ー と 呼ばれる , 人間, 対象, 出来事な ど
に対する個人の エ ネ ル ギ - 反応 で ある
23)
｡ ス ト レ ス の 程
度は, 病棟看護婦 (士)の ス ト レ ス に 関する尺度で ある
日本語版 N SS(Nu r sing Stres s Sc ale
24)) (以下, J-
NSS とする) に よる測定値に よ っ て 表す こ とが で き る ｡
Ⅵ
. 研究方法
1
. 測定用具
測定用貝 は, 看護婦 (士)の役割葛藤や ス ト レ ス に関
する文献検索を通 して 抽出し, ①測定用具 にお ける役割
葛藤, あ る い は ス ト レ ス の定義が本研究の定義と 一 致す
る, ②信頼性 ･ 妥当性を確保して い る, の 2点を基準に
検討 した｡ そ の 結果, 看護婦 (士)の役割葛藤の測定用
具 に R C A S, ス ト レ ス の測定用具に N SS を選択した｡
R C A S は, 米国 の社会学者 Riz z o, J. R. 等が , 複雑
な組織に おける役割葛藤と役割の唆味さを測定する目的
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で 開発 した, (役割葛藤)と (役割の唆昧さ) の 2下位
尺度 (以下, 下位尺度は ()で 示す), 29項目か ら成る
1 - 7点 の 7段階評定尺度 で あ る ｡ ま た , N SS は, 米
国 の社会学者 Grey-一oft, P. が , 病棟看護婦 (士) の
ス ト レ ス を測定する目的で 開発 した (死と死に ゆく こ
と) ( 医師との 葛藤) (不十分な準備) (サ ポ ー ト の不
足) (他の看護婦と の葛藤) ( 労働量) (不適切な処
置) の 7下位尺度, 34項目か ら成る0 - 3点 の 4段階評
定尺度で ある｡
こ れ ら, R C A S と N SS は英語で 作成 され て お り , 日
本 の看護婦を対象に用い るため に , 日本語 に翻訳する必
要が あ っ た ｡ そ こ で , パ イ ロ ッ ト ス タ デ ィ 及 び Back
Tr a n slation の 手法を含む 4段階の手続きを経て , 各 々
の 日本語版で あるJ-R C A S及びJ-N SS を作成 した ｡
こ の J-R C A S及 びJ-N SSの信頼性 ･ 妥当性 は本研
究と同 一 の 標本 に お い て検証 した25) ｡ そ の 結果 , J -
R C A Sの ク ロ ン バ ッ ク a 信頼性係数 は , 尺度全体で は
0.81, 下位尺度別で は (役割葛藤) (役割の 唆昧さ) と
も に0.72で あ っ た｡ こ れ は, J-R C A Sが , 尺度全体 ,
及び , 下位尺度別に お い て も内的整合性に よる信頼性を
確保して い る ことを示す｡ ま た, 因子分析に より得られ
た J - R C A Sの因子構造を原版と比較したと ころ , 原版
と著しく類似して おり, 原版と同程度に (役割葛藤) と
(役割の 喫昧さ) の項目を分離した｡ こ れ は, J - R C A S
が構成概念妥当性を確保 して おり, 下位尺度別に得点を
検討する ことが可能な尺度で ある こと を示す｡ 従 っ て ,
J - R C A S は本研究 に 用い 得る尺度 で あ ると判断 した｡
な お, 本研究で 測定する必要がある の は看護婦 (士) の
役割葛藤で あるため , ∫-R C A Sに よる測定結果の う ち,
下位尺度 (役割葛藤) (以下, ∫-R CS とする) の 項目
の得点の みを用い る こと とした｡
一 方, J-N SSの ク ロ ン バ ッ ク α 信頼性係数は , 尺度
全体にお い て0.91で あ っ た｡ こ れ は, ∫-N SS が内的整
合性 に よる信頼性を確保 して い る こ とを示す｡ ま た, 因
子分析に よ っ て得られた J-N SSの 因子構造を原版と比
較 したと こ ろ, (死と死に ゆくこと) (医師との葛藤)
(不十分な準備) (サ ポ ー ト の 不足) (他の 看護婦との
葛藤) (労働量) に属する29項目中23項目は, 原版と同
様の因子を構成 した｡ し かし, 残 り6項目, 及 び, (不
適切な処置) に属する5項目の各因子 へ の分離の 仕方は
原版と異な っ た｡ こ れ らは, J-N SS が, 原版 と全く同
じで はな い が, 概 ね類似した因子構造を持ち, 原版と同
様の 看護婦 (士) の ス ト レ ス に関する6概念を測定して
い る こ とを示す｡ J-N SSの 項目が全体と し て 同 一 の 概
念を測定して い る ことを意味する内的整合性2 6) を確保し
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て い る こ と に加え, 原版を構成する看護婦 (士)の ス ト
レ ス に関する7概念の うち6概念を測定して いる ことは,
J-NSS が尺度全体と して看護婦 (士)の ス ト レ ス を測
定して い る こ とを示す｡ J-N SSの構成概念が原版と完
全に 一 致 して は い な い と い う点 に 関して はさ ら に検討す
る余地があるが , 本研究 に お い て 重要 な の は , 看護婦
(士)の ス ト レ ス を構成する各側面の検討で はなく, 忠
者と の 相互行為状況に おける看護婦 (士)の ス ト レ ス 全
体 の 測定で ある｡ そ こ で , J-R C A S と同様に J - N SS
も本研究に用い得 る尺度で あると判断 した｡
2
. デ ー タ収集
全国の病院リ ス ト より病床数200以上の 一 般病院70施
設を乱数表を用い て 無作為抽出した｡ 施設責任者に研究
協力を依頼し, 35施設より承諾を得た｡ 質問紙は こ の35
施設に所属する計1400名の 看護婦 (士) に施設責任者を
通じて配布した｡ 回掛ま, 対象者の 任意の研究参加を保
証するため, 返信用封筒 により対象者が個別に投函する
方法で行 っ た｡ そ の 結果 , 1057名 の 回答 を得 ( 回収率
75.5%), そ の構成 は病棟勤務の 婦長154名 , 副婦長193
名, ス タ ッ フ 看護婦 (士)541名, 職位不明8名, 病棟
以外に勤務するもの161名で あ っ た｡ キ ン グ目標達成理
論の命題は, 看護婦 (士) と患者の相互行為状況を前提
と して い る ため , 本研究で は, 患者と の 相互行為に 中心
的役割が ある病棟勤務の ス タ ッ フ 看護婦 (士)の回答で ,
J-RCAS及び J-N SSの 全項目 に 回答の あ っ た406名
分の デ ー タ を用 い た ｡ デ ー タ収集期間は1996年5月10 日
- 24日 で あ っ た｡
3
. 分析方法
看護婦 (士) 一恵者相互行為にお ける看護婦 (士)の
役割葛藤と ス ト レ ス の 関連を検証するため, JIRC S と
J-N SSの総得点に 閲し, ピ ア ソ ン の 単相関係数を算出
し, 検定を行 っ た｡ こ の 分析 に は , 統計学 パ ッ ケ ー ジ
H A LBA Uを用い た｡
Ⅷ
. 研究結果
1
. 対象者の特性 (表1)
本研究の対象者 で あ る406名 の ス タ ッ フ看護婦 (士)
は, 女性403名 (99.3%), 男性1名 (0.2%), 不明 2名
(0.5%)で あ っ た ｡ 年齢 は20歳か ら67歳 の 範囲で あり ,
平均31. 3歳, 標準偏差 は7.3で あ っ た｡ ま た, 臨床経験
年数は1年未満か ら40年の 範囲で あり , 平均 は9.7年 ,
標準偏差は6.2で あ っ た｡ 所属部署に お ける経験年数 は
1年未満か ら27年の範囲で あり , 平均 は3.9年, 標準偏
差は3･1で あ っ た｡ 看護基礎教育の 背景 は , 3年課程看
護学校が最も多く242名 (59.6%), つ い で 2年課程看護
学校130名 (32.0 %), 3年課程短期大学20名 (4.9% ),
2年課程短期大学6名 (1.5%), 大学2名 (0.5%), 不
明6名 (1.5 %)で あ っ た ｡
表 1 . 対象者の特性
対 象 者 数 4 0 6名
性 別
男性 1名 (0.2%) , 女 性403名 (99.3% )
不明 2名 (0.5%)
年 齢 20- 67歳, 平均31.3歳 (SD - 7.3)
臨床 経験 年 数 1年未満 - 40年, 平 均9.7年 (SD - 6.2)
所属部署 に お け
る経験年数
1年未満 - 27年, 平 均3.9年 (S D- 3,1)
看 護 基 礎
大 学 2名 0.5%
3年課程短期大学 20名 4.9%
2年課程短期大学 6名 1.5 %
教 育 課 程 3年課程看護学校 242名 59.6 %
2年課程看護学校 130名 32.0%
不 明 6名 1.5 %
2
.
｣ - R C S と｣- NSSの 得点状況 (表2)
1)J-R C Sの得点状況
上述の 特性を持 っ 406名の 看護婦 (士) に よる J-
R C S総得点は, 33点か ら93点ま で の 範囲で あ り , 平均
は64.5点, 標準偏差は10.7で あ っ た ｡ ま た , J- RC Sの
1項目あたり の 平均得点は4.3点, 標準偏差は0.7で あ っ
た｡
さ らに , J-R C Sの総得点は, (平均値±1標準偏差)
以内の 範囲の 者が287名 (70.7 %), ( 平均値-1標準偏
差) 未満の 者58名 が (14.3 %), ( 平均 値+ 1 標準偏
差) を越え た者が61名 (15.0 %)で あ っ た ｡
2) J-N SSの得点状況
N SS総得点は, 8点から84点の範囲で あり, 平均41.1
点, 標準偏差は12.9で あ っ た｡ ま た, N SSの 1項目あた
り の平均得点は1.2点, 標準偏差は0.4で あ っ た｡
さ ら に , J-NS Sの 総得点は, (平均値±1標準偏差)
以内の範囲の者が296名 (72.9%), (平均値-1標準偏
差) 未満の者が48名 (ll.8%), (平均値+ 1標準偏差)
表2 . RC S･ NSS得点状況
範 囲 平 均 値 標準偏差
R C S 33-93 64.5 10.7
項目平均 4.3 0.7
N S S 8-84 41.1 12.9
項目平均 1.2 0.4
を越え た者が62名 (15.3%)で あ っ た｡
3. ｣ - RC S と｣- NSSの 相関 (表3)
J-R C S とJ-N SSの 得点に閲し, ピ ア ソ ン の 積率相
関係数を算出したと こ ろ, 0.4 11 であり , 統計学的に有
意な相関が見られた (p (0.001)｡
表3. R C S とN SSの 相関
R C S N S S
R CS 1.000 0.4 11
*
N S S 0.411
*
1.00 0
(
*
p (0,001)
Ⅸ
. 考 察
本研究は, キ ン グ目標達成理論の命題か ら導き出した
看護婦 (士) の役割葛藤と ス ト レ ス に 関する仮説の検証
を通して , そ の 命題そ の もの の検証を試みたもの である｡
こ の ような理論検証を目的とする本研究の探求の レ ベ ル
は, 関連検証 27) に 位置 づ けられ る｡ ま た, こ の 関連検証
にお ける研究結果の 解釈で 最も重要な点は, 結果とし て
見出された関係を現象 一 般の 真 の関係と して 主張で きる
か どうか で ある 2B)｡ 理 論 に お ける主張が現象 一 般 の真 の
関係で ある ことが明らか にな る こと に より, そ の 理論は,
説明理論から予測理論 へ と理論の機能を高め る こ とが で
きる29)0
こ れ らを踏まえ , ①看護婦 (士)の役割葛藤と ス ト レ
ス の 関連, ②看護教育学研究 へ の示唆に つ い て考察する｡
1. 看護婦 (士)の役割葛藤と ス トレ ス の関連
本研究 にお い て は, キ ン グ目標達成理論に おける命題
検証をめ ざし, 同理論 の前提で ある患者との相互行為に
お ける看護婦 (士)の役割葛藤と ス ト レ ス に 関する偏り
の な い デ ー タ を得るため に , 次 の よう な方法 をと っ た｡
すなわ ち, 全国 の病院リ ス ト に掲載 され た200床以上 の
一 般病院か ら無作為抽出した施設に勤務する看護婦 (士)
か らデ ー タ を収集 し, そ の うち患者との相互行為を中心
的役割とする病棟勤務の ス タ ッ フ 看護婦 ( 士)406名 の
デ ー タ の み を本研究の デ ー タ と した｡
ま た, こ の よう な標本か ら得た デ ー タ に お ける J-
R C Sの総得点分布を検討 したと こ ろ, (平均値± 1標
準偏差) 以内, (平均値-1標準偏差) 未満, (平均値
+ 1標垂偏差) を越え た者が, 各 々 , 標本全体の70.7%,
14
.3 %, 15.0%を占めた｡ ま た, 同様 に J-NSSの 総得
点分布に お い て は, 各 々 , 72.9% , ll.8%, 15.3% で あ っ
た｡ 正規分布に お い て , (平均値± 1標準偏差) の 占め
る面積 は68,2%, (平均値-1標準偏差) と (平均値十
1標準偏差) の 占める面積 は, 各々15.9% で ある｡ 本研
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究に お ける J-R C S及びJ-N SSの 総得点の分布状況は,
正規分布 に はぼ 一 致 し て い る｡ こ れ は, J-R C S及びJ-
N SSの得点が , い ずれ も平均値を中心 と し て 低得点か
ら高得点の 全得点範囲に及ん で い る こ とを示 し て お り ,
本研究の デ ー タ が , 偏 り の な い適切なデ ー タ で ある こと
を意味する｡
こ の よう な デ ー タ に お い て , 本研究に おけ る看護婦
(士)の役割葛藤の 強さを示すJ-RC S得点 と, 看護婦
(士)の ス ト レ ス の強さを示すJ-N SS得点の 間の 相関
係数は, 0,411で あり , 統計学的に 有意な関係が あ る こ
とを示した｡ (p (0.001)｡
適切な標本か ら得 た適切 な デ ー タ に 基 づき , 看護婦
(士)の役割葛藤と ス ト レ ス の 問の 関連が 明らか に な っ
た こ とは, 研究仮説 ｢看護婦 (士) 一患者相互行為にお
い て , 役割葛藤の 強い看護婦 (士)･は, 役割葛藤の 弱い
看護婦 (士) よりも ス ト レ ス が強 い ｡｣ を支持 し, そ れ
が 一 般的な現象の 中に存在する真の 関係で ある こ とを裏
づ ける｡
本研究の仮説 は, キ ン グ目標達成理論の 命題 ｢看護婦
(士) と怠者, あ る い はそ の 両者に よ っ て , 役割葛藤 が
経験されるな らば , 看護婦 (士) 一患者間の 相互行為に
ス ト レ ス が生じる｡｣ か ら導き出した もの で あ る｡ こ の
命題 は, 看護婦 (士) の役割葛藤と ス ト レ ス , 患者 の役
割葛藤と ス ト レ ス と い う4変数間の 関連を述 べ て い る ｡
こ れ ら4変数の うち看護婦 (士) の 役割葛藤と ス ト レ ス
の 関連 に焦点を当て た仮説を本研究の 結果が支持した こ
と ば, 看護婦 (士) の役割葛藤と ス ト レ ス と い う2変数
間の 関連にお い て は, 同命題が真で ある こ と の確証で あ
る｡
2
. 看護教育学研究 へ の示唆
キ ン グ目標達成理論に おける看護婦 (士) の役割葛藤
とス ト レ ス に関する命題が, 本研究の 結果に基づ い て予
測理論と して 機能するとき, そ れ は, 役割葛藤の強い看
護婦 (士) は ス ト レ ス も強く, 役割葛藤が軽減するとき
ス ト レ ス も軽減し て い るという予測を成立させ る｡ こ れ
は, 役割葛藤の軽減と ス ト レ ス の 軽減が密接に結び っ い
て い る こ と を示唆する｡
役割葛藤も ス ト レ ス も, 周囲の 人的 ･ 物的環境との関
わり にお い て 看護婦 (士)の 内面 に生 じる もの で あ る ｡
従 っ て , 看護婦 (士)の役割葛藤や ス ト レ ス を軽減する
ため に は, 看護婦 (士) が患者との 相互行為を行う環境,
すなわ ち, 看護婦 (士)の勤務する職場に存在する役割
葛藤や ス ト レ ス の要因を解明しそれ に対処するこ とが必
要で ある｡ ま た同時に , ど の ような環境に あ っ て も生じ
る可能性の ある30)役割葛藤やス ト レ ス に自ら対処で き る
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能力を , 看護婦 (士) 自身が持 っ て い る必要が ある｡
看護婦 (士)の役割葛藤, あ る い は ス ト レ ス に関する
先行研究に目を転じると, 看護婦 (士)の ス ト レ ス要因
と して の職場の人間関係に着目した研究31) は, 臨床経験
を重ね る こと に より自ら の役割を明確に定義で きるよう
に な っ た看護婦 (士)ほ ど他者との葛藤が少ない ことを
明らか に し て い る｡ ま た, 研究者は, こ の結果に基づ き,
看護婦 (士) の ス ト レ ス を軽減する ため に は, 看護婦
(士) 自身が自らの役割を明確に認識する こ とが重要 で
ある ことを提言 して い る｡ 一 方, 看護婦 (士)の役割葛
藤の解決に 関して は, 看護婦 (士)に と っ て , そ の役割
を他の人々 が理解で きる よう に説明する ことが重要で あ
ると い う指摘が存在する32) 0
こ れ らは, 看護婦 (士) 自身がそ の役割を明確に認識
して い る ことが , 役割葛藤と ス ト レ ス の い ずれ の解決に
お い て も必要不可欠で あ る こ とを意味 して い る ｡ ま た ,
ど の ような環境にお い て も生じる可能性の ある役割葛藤
や ス ト レ ス に対処し得る, そ の ような看護職 の育成は ,
看護学教育 にお ける目標の 一 つ と し て 位置づ けられ る ｡
こ れ は, 看護婦 (士) の 役割に 関する 一 致 した見解が存
在しな い 現状にお い て 33) , 看護婦 (士)の役割の解明と
教育方法の 検討が , 看護教育学に おける重要な課題で あ
る ことを示唆して い る｡
3. キ ング目標達成理論検証 と して の本研究の 特徴と今
後の課題
本研究 にお い て は, 確実 に患者と の相互行為を中JL､的
役割と して い る看護婦 (士) の役割葛藤とス ト レ ス に 関
する デ ー タ を収集するため に , 対象を病院の病棟に勤務
するス タ ッ フ 看護婦 (士) に限定した｡ し か し, キ ン グ
目標達成理論は, 病棟勤務の ス タ ッ フ 看護婦 (士)の み
ならず, あ らゆる看護職と患者, あ る い はク ライ ェ ン ト
と の相互行為を視野に入れ て い る｡ 看護婦 (士) と外来
通院患者, 訪問看護婦 (士), あ る い は保健婦 と家庭で
療養する ク ライ エ ン ト等, よ り広範な看護実践に おける
同理論の適用を めざし, 看護職の役割葛藤とス ト レ ス の
関連を検証すること ば, 今後 の課題で ある｡
ま た, 本研究にお い て 検証した看護婦 (士)の役割葛
藤と ス ト レ ス に関する命題を除く, 他 の 5 つ の キ ン グ目
標達成理論 にお ける未検証命題を検証する ことも今後の
課題で ある｡
Ⅹ
. 結 論
1
. 看護婦 (士)の 役割葛藤と ス ト レ ス の間 に は関連が
あり, キ ン グ目標達成理論に おける命題 ｢看護婦 (士)
と患者, あ る い はそ の両者に よ っ て , 役割葛藤が経験
されるならば,-看護婦 (士) 一患者間の相互行為に ス
ト レ ス が生 じる｣ は真で ある ことを確認 した ｡
2
. 看護教育学にお い て は, 患者と の相互行為に お い て
生 じる役割葛藤や ス ト レ ス に対処し得る看護職の育成
に向けて , 看護婦 (士) の役割の解明とそ の教育方法
の 探求が必要で ある｡
最後 に , 本研究に ご協力下さ っ た全国の 看護婦 (士)
の 皆様に深謝する｡
なお , 本研究の 一 部 は, 日本看護教育学学会第7 回学
術集会に お い て発表した｡
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A T E ST O FKIN G
'
S THEO R YOF G O A L A TTAIN MEN T:
TIi ER E L A TIO NB ET W EN R O L EC O NF LIC T A N D ST RESS O FN U R SE S
Tom o mi Ka m e oka
'
, Na o mi Fu n a shim a
=
, M ido ri Sugim o ri
* 事
*
Do cto ral Pr ogr a min Nu r s lng, Gr adu ate Scho ol of Nu r sl ng, C hiba Univ e r slty
‥
Departm ent of Nu r sing E du c atio n, Scho ol of Nu r sing, C hiba 口niverslty
KE Y W O R D S:
King
'
s theo ry, role conflict, stres s
The purpos e of this rese arch w as to te st a propo sitio n of King s T heory of Go al Attain ment
I
which r effe r ed to the relatio n betwe en nu r s e s' role conflict a nd str ess in nursl ng Situ atio n. Japa-
n e se ver sio n of Role Conflict a nd Ambiguity Scale (J-R CAS) w as u s ed to m e a s u re n u r s e s, role
c onflict･ a nd Japan es e version of Nursing StressSc ale (∫-N SS) w as us ed to me as u re nur s e s, stre ss
.
T he r e s e a rch subje cts w ere 406staffn u r s e s who w o rked at the w a rds of 35ge neral ho spitals in
Japa n･ Fo r data a n alysis, Pe a r s o nc oeffic e nt of cor relatio n betw een the polnt Of J-R C A Sa nd that
of ∫-N SSw as c alc ulated･ T he r e sultof this re s ea r ch show ed that the r e wa s slgnific ant cor relatio n
betw e e nthe point of J-R C A Sa nd that of J-N SS, and s up po rted the re s e ar ch hy pothe sis that the
n u r s e s who pe r ciev ed str o ng role co nflict wer e als o percie v ed str o ng stre s sin nurs e-patie nt inter ac-
tio ns･ This wa st he e videnc e of the truth of the propo sitio n of the King
,
s The ory of Goal Attain-
m e nt.
16 千葉看会誌 V O L. 3 No.2 1997.12
